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(1) 各発表ブースの代表者で発表前の打ち合わせをしよう。 
>>06-00-2 第 6 週目テーマのプリント裏面｢今回の講義の流れ｣参照 

第 6 週目に行ったチーム発表と同じ要領で発表を進めていきます。効率よく発表したり、

ディスカッションしたりするためのルールや司会やタイムキーパー役を決めておきましょ

う。    → 発表要領は 06-00 裏面｢今回の講義の流れ｣をよく読むこと 

 

(2) 本校の方針を他のチームに伝えよう 

後半のチーム学習では、｢多様な学習者一人ひとりの学力を高めるために｣という共通

テーマに対して、｢国語、算数･数学の学力を向上させるための本校の方針｣について具体的

にどのように取り組むのかを考えてきました。その学習成果を他のチームに評価してもら

ったり、他のチームの考えを評価する中で、お互いに考えた学習指導法を検討しましょう。 

★注意!!★ 

・聞きながら｢評価シート｣にコメントを記入します。評価シートは全てのチームの発表が済んでから

一斉に交換します。 

・とにかく時間を守ること。タイムキーパーは忘れずに時間を知らせるようにしましょう。 

 

(3) 発表の反省とチーム学習の評価 (冬休みの宿題) 
>>11-01 チーム発表の評価 2(チーム) 11-2 チーム学習の評価 2(個人) 11-3 チームの機能不全診断･･･ 

他のチームからもらった評価シートを参考にして、チーム発表の評価をします。また、

これまで一人ひとりのメンバーがどのようにチームの中で学習してきたのかを振り返って、

最終段階の学習に活かしましょう。 

 

 
 

 

(4) 最
終

第 2回チーム発表

他のチームと指導方法を考えよう  
11 週 

今週の目標：  

・ チームで考えた具体的な指導方法を他のチームに納得してもらえるように

発表する。 

・ 他のチームの発表内容から学べる部分を見つけ、検討する。 

11-1 チーム発表の評価２(チーム) 

11-2 チーム学習の評価２(個人) → 記入しておく 

11-3 チームの機能不全診断テスト結果２(チーム) →テストしておく 
     →｢07-2 チームの機能不全診断テスト｣にそれぞれ再度取り組んで

結果をまとめてください 
次週提出 



                            11-00-2 

レポートの構成 (冬休みの宿題) >>07-4 レポートの執筆 11-4 最終レポートの構成 
最終レポートの提出締切はこの講義の最終日の 23:50となっています。効率よく質の

高いレポートを執筆するために、しっかりと構成を考えておきましょう(提出しながら修正
しても構いません)。最終レポートは 10 枚以上書くことが求められますが、これまで 2 回
執筆してきたショートレポートを修正して利用すれば、それほど苦になる枚数ではありま

せん。これまでのショートレポートを修正して利用することによって、最終レポートの 1
章と 2章を質の高い内容にすることができます。 
 また、どのようなレベルを目指して最終レポートを執筆するのかも考えておきましょう。

高得点を目指すならば高いレベルを設定して、そのレベルで決められている条件を満たし

たレポートを書くことになります。それによってレポートの評価が決まります。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
★★今後のスケジュール★★ 

11 週目 第 2回チーム発表･･･学団内でチームレポートを発表 
※提出したチームレポートを授業担当者の責任で印刷しますので、それを使って他のチームに

発表してください 

冬休み課題： 

・チーム学習の評価２(チーム) 

・チーム発表の評価２(個人) 

・チームの機能不全診断テスト結果２(チーム) 

・最終レポートの構成(目標レポートレベルの設定) 

・できるだけレポート執筆を進める 

※次週レポートをプリントアウトしてきてください 

 

12 週目 冬休みに執筆したレポートを評価しあう(→チェックリストを用いる) 

 

13 週目 講義のまとめ レポートに関する質問受付 最終チェック  

個人が提出 ： A4 10 枚以上で最終レポート 

11-4 最終レポートの構成 裏面 

最終レポートの執筆をすすめておく 

→できたところまでをプリントアウトして次回持参してください 

次回チェックリストを用いてレポートをお互いにチェックします。 

冬休み中に 

レベル A*(目標 90 点台) 教科書やさまざまな文献や資料を参考にして、自分なりの考え方を論理

的に展開して説得力がある(上位 10 名程度) 

レベル A(目標 80 点台) 教科書と配布資料とその他 2冊以上の文献を参考にして説得力のある 

文章にする 

レベル B(目標 70 点台) 教科書と配布資料(ブックレットも含む)を参考にしてレポートを作成する 
※ブックレット･･･｢『学力低下』の実態｣と｢習熟度別指導の何が問題か｣を指す 

レベル C(目標 60 点台) 出席は十分しているがレポート作成に時間をかけることはできないので

とりあえず提出する 

目標レベルと到達条件 ※( )内に示す点数は出席点が満点の場合のものです 
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